
図画工作科 指導改善のポイント①
～「育成する資質や能力」を明確にする～

学習指導要領の趣旨を踏まえ、図画工作科の指導改善を図っていくにはど

のようなことが大切か、そのポイントをおさえていきます。

図画工作科の指導では、「育成する資

質や能力」を明確にして指導を行うこと

が大切です。

学習活動が、どんな学び、どんな育ち

につながっているか意識することが重要

です。

では、まず、図画工作科で「育成する資

質や能力」に着目してみましょう。

図画工作科では、「造形的な創造活動の

基礎的な能力」などが、それにあたりま

す。

「造形的な創造活動の基礎的な能力」

は、自分の思いを形や色などで表したり、

よさや美しさを感じ取ったりするために必

要な能力のことです。

具体的には、「発想や構想の能力」、

「創造的な技能」、「鑑賞の能力」などを

示します。

図画工作科の授業では、どのようなこと

を大切にして指導したらよいのですか？

「育成する資質や能力」とは、

どのようなことですか？



○ 発想や構想の能力

形や色、イメージなどを基に想像をふくらませたり、表したいこと

を考えたり、計画を立てたりするなどの能力。

○ 創造的な技能

材料や用具を用いたり、表現方法をつくりだしたりするなど、自分

の思いを具体的に表現する能力。

○ 鑑賞の能力

作品をつくったり見たりするときに働いているよさや美しさなどを

感じ取る能力。
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その上で、題材において育てたい能力を明確にします。

児童がその能力を十分に働かせているかどうかに視点を

当てて、毎時間の指導や評価を工夫してください。

以下の資料も参考にしてください。

「発想や構想の能力」や「創造的な技能」、「鑑賞の能力」を働かせてい

る児童の姿が具体的にイメージできると思います。

それぞれの能力は、児童が主体となった能動的な活動により育まれます。

児童が思い付くべき「表したいこと」や、工夫すべき「表し方やつくり方」

などを教師が示しすぎないよう気をつけ、題材で育てる能力を「引き出し伸ば

す」ことを大切に指導してください。

指導を行うにあたっては、それぞれの能力を理解しておくことが大切です。

三つの能力についてしっかりおさえておきましょう。


